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平成 30年度 行動障害ワーキング 検討状況報告書 

 

平成 31年 2月 5日 更新 

部会構成メンバー 

障がい者支援センターさんわ 北澤、相談支援センターふかさわ 布川、           

地域生活支援センターサンスマイル 疋田、福祉課障害支援係 目黒  

子ども家庭センター 木村(欠席) 

福祉課障害者基幹相談支援センター 五十嵐、高橋 

会議開催経過 議題・検討内容 

【第１回】 

 平成 30年 7月 24日 

・ワーキング設置の経過について 

・具体的な取り組みについて 

【第２回】 

 平成 30年 8月 23日 

・放課後等デイサービス利用の状況について(情報提供) 

・支援状況について意見交換 

【第３回】 

平成 30年 10月 18日 

・第 2回を受けて研修を実施するために確認が必要な事項をピック

アップ。併せて研修実施までの大まかなスケジュールを確認した。 

【第４回】 

 平成 30年 12月 12日 

・3事業所へ訪問し、実践についてヒアリングをした内容を共有。

それを受けて今年度実施できる研修を検討。 

【第５回】 

 平成 31年 2月 5日 

・ヒアリングを受けて実践報告の研修会を 3月 6日に開催予定。 

具体的なグループワークで検討する内容や方法について検討。 

【第６回】 

 平成 31年 3月 6日 

・情報交換会の振り返り 

・今年度の活動の振り返り 

・来年度の活動について 
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・放課後等デイサービスを中心に現状把握を行い、取り組むべき課題を明確にする。 
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【第１回】 

・行動障害のある障害児が放課後等デイサービスを断られる原因について、障害特性につ

いてのケアについて、予約方法についての現状把握が必要と考え、支援学校コーディネー

ター子ども家庭センターの方に実態を教えてもらうこととする。 

【第２回】 

・子ども家庭センター木村係長、高等総合支援学校高桑コーディネーターから放課後等デ

イサービスの利用状況について情報提供を受ける。市内事業所の対応状況は事業所が断る

ことはないとのことであったが、保護者が利用を控えている状況も見られた。今後の支援

や進め方について検討する。 

【第３回】 

・第 2回の内容を受けて、まずは事業所の実態把握と保護者へニーズ調査が必要であるこ

とを確認。併せて行動障害の研修に参加した事業所が実際に実践している事例があるた

め、訪問して内容の確認をとっていく。それらの情報をもとに、どういった研修が必要で

あるかを再考していくこととした。 
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【第４回】 

・市内の 3事業所へ訪問し、実際の取り組み内容をヒアリングした。その内容を共有し、

共通して挙がった「他事業所の取り組み実態を知りたい」といった点から、今年度中に実

施できる研修について検討。根拠やアプローチ法を学ぶ機会と事業所同士のつながり強化

を狙いとし、行動障害に対する根拠に基づいたアプローチを実践している事業所からの報

告会(研修会)を実施する方向となる。 

【第５回】 

・研修会の実施について自立支援協議会運営会議で了承を得たため、具体的な内容を検討

した。内容としては前半に 3事業所より実践報告をしていただき、後半はグループワーク

にて報告を受けての情報共有を図る。まずは顔合わせと横のつながりを持つ機会と位置付

けることを狙いとしたい。 

【第６回】 

・3 月 6 日午前に、情報交換会を開催した（事務局含み 49 名参加）。よい研修会だったと

の感想を多く得ることができ、行動障害のある方の支援についてどのような研修があると

よいかについての意見をもらうことができた。 

・今年度の活動の振り返りを行い、来年度の活動については、情報交換会での意見をもと

に、研修内容について整理し、決定後開催することを確認した。 

今
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今年度の活動は終了。来年度ワーキングを継続する。 
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